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【
会
期
】	

7
月
25
日（
水
）〜
7
月
31
日（
火
）

【
会
場
】	

天
満
屋
岡
山
本
店	

5
階
美
術
画
廊

【
会
期
】	

9
月
5
日（
水
）〜
9
月
10
日（
月
）

【
会
場
】	

天
満
屋
福
山
店	

６
階
美
術
画
廊

─
ら
し
く
─

宮
北
千
織 

日
本
画
展
　

Preview

女
性
像
が
宿
す
気
品

　
日
本
美
術
院
を
中
心
に
活
躍
す
る
日
本
画

家
・
宮
北
千
織
の
、
中
国
地
方
で
は
初
と
な
る

大
規
模
な
個
展
が
開
催
さ
れ
る
。

　
出
品
作
品
を
い
く
つ
か
挙
げ
な
が
ら
、
宮
北

作
品
の
魅
力
に
迫
っ
て
み
た
い
。
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
ド
レ
ス
を
纏
っ
た
女
性
を
描
く
「
華
燭
」
は
、

2
0
1
4
年
の
院
展
で
文
部
科
学
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
「
佳
き
日
」
に
続
き
、
宮
北
が
近
年

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

純
白
の
花
嫁
衣
裳
が
胡
粉
を
薄
く
重
ね
る
こ

と
で
表
現
さ
れ
、
ヴ
ェ
ー
ル
の
向
こ
う
に
透
け

て
見
え
る
花
嫁
の
横
顔
は
、
穏
や
か
で
あ
り
な

が
ら
凜
と
し
た
気
高
さ
も
漂
わ
せ
て
い
る
。
彫

刻
が
施
さ
れ
た
よ
う
な
背
景
は
、
古
代
の
壁
画

を
思
わ
せ
る
味
わ
い
深
い
マ
チ
エ
ー
ル
に
加
え
、

連
続
す
る
文
様
の
リ
ズ
ム
が
美
し
い
。

　
今
回
の
展
覧
会
名
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
あ
る

「
ら
し
く
」
と
は
、
自
分
ら
し
さ
を
出
す
よ
う

な
展
覧
会
に
し
た
い
と
い
う
、
画
家
の
想
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
宮
北
は
自
身
の
作
品
の
特

徴
と
し
て
、「
色
ぶ
つ
け
」
を
ひ
と
つ
の
大
き
な

要
素
と
し
て
挙
げ
る
。「
色
ぶ
つ
け
」
と
は
、
画

家
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
そ
の
色
自
体
の
も
つ

魅
力
だ
け
で
な
く
、
隣
り
合
う
色
同
士
の
響

き
合
い
に
よ
っ
て
、
よ
り
美
し
く
見
せ
る
こ
と
」

こ
と
を
指
す
と
い
う
。
左
頁
に
掲
出
し
た
「
聖

母
子
」
や
「
ら
し
く
」
の
背
景
に
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
取
材
し
た
と
い
う
教
会
の
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
が
鮮
や
か
に
描
き
出
さ
れ
、
作
品
に
色
彩

の
躍
動
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
一
方
「
た
め

息
の
森
」
で
は
、
白
い
息
を
吐
く
少
女
の
背
景

に
自
然
風
景
が
描
か
れ
る
が
、
そ
の
衣
服
に
は

「華燭」20号F

「らしく」20号F

【
会
期
】	

11
月
7
日（
水
）〜
11
月
12
日（
月
）

【
会
場
】	

天
満
屋
広
島
八
丁
堀
ビ
ル	

7
階

美
術
画
廊

【
会
期
】	

12
月
5
日（
水
）〜
12
月
10
日（
月
）

【
会
場
】	

天
満
屋
米
子
店	

3
階
美
術
画
廊

「ため息の森」	10号F 「聖母子」101×86cm　第71回春の院展出品作

ま
た
異
な
る
情
景
が
滲
み
出
す
よ
う
に
拡
が
っ

て
い
る
。
日
本
画
材
の
も
つ
豊
か
な
風
合
い
と

相
ま
っ
て
、
画
面
の
中
で
重
な
り
合
う
様
々
な

イ
メ
ー
ジ
が
、
心
象
風
景
の
よ
う
に
立
ち
現
れ

る
。「
寒
い
冬
の
日
に
、
勤
務
先
の
大
学
に
あ

る
庭
園
で
白
い
息
を
吐
き
な
が
ら
ス
ケ
ッ
チ
し

た
作
品
。
冷
た
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
、
考
え

に
耽
る
時
間
が
昔
か
ら
好
き
で
す
」。
さ
ま
ざ

ま
な
情
景
の
中
で
描
か
れ
る
自
然
体
の
女
性

像
は
、
こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
フ
ァ
ン
を
惹
き

付
け
て
き
た
。

　
一
貫
し
て
人
物
表
現
に
取
り
組
ん
で
き
た
宮

北
だ
が
、き
っ
か
け
は
近
代
日
本
画
壇
の
重
鎮・

前
田
青
邨
の
一
枚
の
絵
だ
っ
た
。

　「
予
備
校
時
代
、
青
邨
先
生
が
香
淳
皇
后
を

描
い
た
『
ラ
・
プ
ラ
ン
セ
ス
』
を
画
集
で
目
に

し
ま
し
た
。
決
し
て
描
き
込
ん
で
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
に
、
ふ
わ
っ
と
し
て
い
な
が
ら
も
強
い
。

な
ん
て
不
思
議
な
作
品
だ
ろ
う
、
こ
れ
が
『
画

品
』
と
い
う
こ
と
な
の
か
と
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。
青
邨
先
生
の
作
品
に
出
会
っ
た
こ
と
で
、

日
本
画
で
人
物
を
描
い
て
み
た
い
と
強
く
思
う
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み
や
き
た
・
ち
お
り

1
9
6
7
年
東
京
都
生
ま
れ
。
97
年
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

満
期
修
了
。
2
0
0
2
・
17
年
院
展
足
立
美
術
館
賞
、
15
年
内
閣
総
理
大
臣

賞
。
現
在
日
本
美
術
院
同
人
、
文
星
芸
術
大
学
教
授
。

「想」	10号F

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
を
修
了
し
た
１
９

９
４
年
に
院
展
へ
初
入
選
を
果
た
し
、

2
0
0
7
年
に
は
藝
大
出
身
の
女
性
画
家
と

し
て
初
め
て
同
人
に
推
挙
。
現
在
に
至
る
ま
で
、

内
閣
総
理
大
臣
賞
、
文
部
科
学
大
臣
賞
、
足

立
美
術
館
賞
ほ
か
、
受
賞
を
重
ね
て
き
た
。
人

物
を
描
く
画
家
は
数
多
く
い
る
中
で
、
な
ぜ
宮

北
作
品
が
高
く
評
価
さ
れ
る
の
か
？
　
そ
れ
は
、

か
つ
て
宮
北
が
感
銘
を
受
け
た
前
田
青
邨
の
作

品
に
漂
う
「
画
品
」、
す
な
わ
ち
描
か
れ
た
人

物
の
品
格
が
、
宮
北
の
描
く
現
代
の
女
性
像
に

も
共
通
し
て
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
容
姿
の
美
し
さ
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
女

性
の
内
面
か
ら
滲
み
出
る
高
潔
さ
や
気
品
。
そ

れ
は
幼
い
少
女
像
で
も
同
様
で
あ
り
、
宮
北
の

描
く
少
女
た
ち
は
、
単
に
可
愛
ら
し
い
だ
け
の

存
在
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
先
に
も
触
れ
た「
佳

き
日
」
で
は
、
自
身
の
姪
を
モ
デ
ル
に
結
婚
式

の
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
ル
を
モ
チ
ー
フ
に
描
い
て
い
る

が
、
少
女
は
花
嫁
を
導
く
と
同
時
に
、
行
く

手
に
花
を
撒
き
清
め
、
厄
除
け
を
担
う
存
在

で
も
あ
る
。

　「
幼
い
少
女
で
あ
っ
て
も
、
彼
女
た
ち
は
す
で

に
あ
る
種
の
強
さ
、
な
に
か
を
跳
ね
返
す
力
を

宿
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
し
た
少
女
の

も
つ
強
さ
を
、
私
の
描
く
人
物
画
で
も
表
現
し

た
い
と
思
い
な
が
ら
制
作
し
て
い
ま
す
」

　
そ
も
そ
も
前
田
青
邨
と
い
う
画
家
は
、
人
物

画
や
歴
史
画
を
数
多
く
描
く
一
方
、
法
隆
寺
や

高
松
塚
古
墳
の
壁
画
模
写
に
携
わ
る
中
で
、

日
本
画
と
は
何
か
を
追
求
し
、
戦
後
日
本
人

の
内
面
に
立
ち
返
っ
た
画
家
と
い
え
る
。
そ
の

前
田
青
邨
の
作
品
に
出
会
い
、
人
物
を
描
き

「佳日」	6号F

続
け
て
き
た
宮
北
が
、
人
物
の
内
面
、
そ
こ
に

宿
る
品
格
を
制
作
の
主
題
に
据
え
た
の
は
必
然

と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
は
前
田
青
邨
の
よ
う
に

色
彩
を
多
用
し
な
い
人
物
表
現
に
も
挑
戦
し
て

み
た
い
と
語
る
宮
北
だ
が
、
今
回
の
個
展
で
は
、

現
時
点
で
の
画
家
ら
し
い
、
色
彩
の
魅
力
に
溢

れ
た
作
品
が
一
堂
に
並
ぶ
。
出
品
内
容
は
、
女

性
像
を
中
心
に
、
昆
虫
や
苔
、
日
光
な
ど
の
自

然
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
作
品
や
、

花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
な
ど
、
1
0
0
号

の
大
作
か
ら
小
品
ま
で
約
20
点
が
展
覧
さ
れ
る
。

会
場
と
な
る
岡
山
天
満
屋
は
、
院
展
の
巡
回

先
と
し
て
例
年
多
く
の
観
客
を
動
員
し
て
い
る

が
、
夏
と
正
月
に
開
催
さ
れ
る
院
展
、
そ
し
て

宮
北
作
品
の
多
く
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
足
立
美

術
館
で
、
作
品
に
触
れ
た
当
地
の
美
術
愛
好

家
も
多
い
。
岡
山
で
の
開
催
後
、
福
山
、
広
島
、

米
子
の
３
会
場
へ
と
巡
回
す
る
。
宮
北
作
品
を

中
国
地
方
で
ま
と
ま
っ
た
形
で
紹
介
す
る
ま
た

と
な
い
機
会
と
あ
っ
て
、
フ
ァ
ン
必
見
の
展
覧

会
と
な
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　  （
編
集
部
）


